
阿南工業高等専門学校 開講年度 令和02年度 (2020年度) 授業科目 化学工学3
科目基礎情報
科目番号 1494501 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 化学コース 対象学年 4
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 反応工学（三共出版）
担当教員 鄭 涛
到達目標
化学反応の分類、反応器の操作と分類を理解し、反応速度式と反応量論関係に関する計算の習得、また、均一系反応における代表的な回分式、
連続式槽型、流通式管型各反応器の設計計算法の習得、ならびに不均一系反応における反応と物質移動の関係の理解を目的とする。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限の到達レベルの目安(不可)

評価項目1
化学反応と反応器の分類を理解し
、均一反応の速度論および反応速
度の測定と計算ができる。

化学反応と反応器の分類を理解し
、均一反応の速度論および反応速
度の測定と計算を理解する。

化学反応と反応器の分類を理解し
ない。均一反応の速度論を理解し
ない。

評価項目2
均一系反応における代表的な回分
式、連続式槽型、流通式管型各反
応器の設計ができる。

均一系反応における代表的な回分
式、連続式槽型、流通式管型各反
応器の設計を理解する。

均一系反応における代表的な回分
式、連続式槽型、流通式管型各反
応器の設計ができない。

評価項目3
不均一系反応（気固、固体触媒反
応）における反応と物質移動の関
係を理解し、反応器の設計ができ
る。

不均一系反応（気固、固体触媒反
応）における反応と物質移動の関
係を理解する。

不均一系反応（気固、固体触媒反
応）における反応と物質移動の関
係を理解しない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

反応工学は、反応器（反応プロセス）の設計・操作を適切に行うために必要な、設計・操作に係わる諸因子の合成と解
析の方法論に関する学問である。 本講義では、反応器のモデリングの方法論、均一反応ならびに不均一反応の反応速度
論、さらに、反応器の設計・操作に必要な性能評価手法とその適用に焦点をあてた講義を行う。
※実務との関係　この科目は企業でリチウム電池の設計・量産までのスケールアップを担当していた教員が、この経験
を生かし、反応器の設計などについて講義形式で授業を行うものである。

授業の進め方・方法
1) 序論 2) 均一反応の反応速度論 3) 回分反応器のデータ解析 4) 反応器設計序論 5) 理想的反応器概論 6) 単一反応の
反応器設計 7) 並列反応の反応器設計 8) 複合反応の反応器設計 9) 気固触媒反応の移動速度10)固定層触媒反応器の設計
。

注意点 ２，３年の講義「化学工学」の収支計算と物質移動論および物理化学の反応速度論の理解を必要とします。
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 化学反応の分類と反応器の操作法と分類。 単一反応、複合反応などの化学反応の分類を理解する
。反応器の種類と操作方法を理解する。

2週 反応速度式。 反応速度の定義と反応速度の基本式を理解し、反応速
度に関する計算ができる。

3週 反応量論関係。 反応率、選択率、収率の概念を理解し、定容系と定圧
系の濃度と反応率の計算ができる。

4週 反応速度、反応量論関係のまとめと演習。

5週 反応器の設計方程式。 定容系、定圧系回分反応器の設計方程式を理解し、計
算ができる。

6週 管型反応器、連続槽型反応器の設計。 管型反応器、連続槽型反応器の設計と性能比較を理解
する。

7週 反応速度解析。 回分反応器と連続反応器を用いた反応速度解析ができ
る。

8週 反応器設計のまとめと演習。

4thQ

9週 中間テスト

10週 複合反応の設計。 並列反応、逐次反応、可逆反応の濃度変化を理解する
。

11週 反応と物質移動。 気液反応、気固反応、未反応核モデルの解析を理解す
る。

12週 気固触媒反応の移動速度。 触媒反応の反応速度を理解し、固体粒子と流体間およ
び触媒粒子内の物質移動を理解する。

13週 固定層触媒反応器の設計と触媒の劣化。 固定層触媒反応の反応器の設計ができる。触媒劣化機
構を理解する。

14週 気固触媒反応のまとめ
15週 期末テスト
16週 演習

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力 分野別の専
門工学

化学・生物
系分野 物理化学

平衡の記述(質量作用の法則)を説明できる。 4
諸条件の影響(ルシャトリエの法則)を説明できる。 4
均一および不均一反応の平衡を説明できる。 4
反応速度の定義を理解して、実験的決定方法を説明できる。 4 後2,後3
反応速度定数、反応次数の概念を理解して、計算により求めるこ
とができる。 4 後3

微分式と積分式が相互に変換できて半減期が求められる。 4 後4



連続反応、可逆反応、併発反応等を理解している。 4 後1
律速段階近似、定常状態近似等を理解し、応用できる。 4 後7,後8

評価割合
定期試験 小テスト ポートフォリオ 発表・取り組み姿

勢 その他 合計

総合評価割合 70 0 30 0 0 100
基礎的能力 25 0 15 0 0 40
専門的能力 25 0 15 0 0 40
分野横断的能力 20 0 0 0 0 20


